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「JENESYS2023」2023年日中障害者福祉青年交流代表団の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】 

本事業は、共生社会を目指す日中両国間において、障害者福祉分野での協力は重要であること

から、「障害者がより一層活躍できる共生社会の実現を目指して」をテーマに、中国障害者連合会

及び関連機関に所属する青年を訪日招聘し、テーマに関する視察・交流等を通じて、同分野での

日中間の関係構築の一層の強化を図ることを目的として実施しました。  

  

【参加者】中国障害者連合会及び北京市、河北省、福建省、青島市障害者連合会に 

所属する青年 30名 

 

【訪問地】東京都、滋賀県、埼玉県  

 

【日程】 

■ プレプログラム  2023年 7月 27日（木） オンライン事前オリエンテーション 

■ 招へいプログラム 

2023年 8月 1日（火）～2023年 8月 5日（土）4泊 5日  

日にち 概要 

7月 27日 

プレプロ

グラム 

【オンライン事前オリエンテーション】 

①主催者挨拶 ②団長挨拶 ➂参加者紹介 ④訪日日程説明 

⑤注意事項説明 ⑥対外発信・アクションプラン説明 

1日目 

8月 1日 

羽田空港より入国 

 

【歓迎会】 

2日目 

8月 2日 

 

 

【講義聴講】 

講師：厚生労働省障害保健福祉部  

① ブリーフ「日本の障害福祉の現状と課題」 

② 質疑応答 

 

皇居・二重橋参観 

滋賀県へ移動 

3日目 

8月 3日 

 

【表敬訪問・交流】 

滋賀県副知事表敬訪問 
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【講義聴講】 

講師：滋賀県健康医療福祉部障害福祉課 

ブリーフ：「滋賀の福祉を考える 歴史と実践のなかから」 

 

【視察】 

社会福祉法人びわこ学園野洲 

① 施設概要説明・質疑応答 

② 施設見学 

 

【視察】 

パナソニックアソシエイツ滋賀株式会社 

① 会社概要説明・質疑応答 

② 施設見学 

4日目 

8月 4日 

埼玉県へ移動 

 

【視察】 

国立障害者リハビリテーションセンター 

① センター概要説明 

② 学院義肢装具学科・自立支援局見学、質疑応答 

 

【歓送報告会】 

5日目 

8月 5日 

東京タワー・増上寺参観 

 

羽田空港より帰国 
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２．記録写真  

 

 

2023年 8月 1日【歓迎会】 

日中友好会館 宮本会長代行と団員が交流 

2023年 8月 2日【講義聴講】厚生労働省 

「日本の障害福祉の現状と課題」 

 

 

2023年 8月 3日【表敬訪問・交流】 

滋賀県副知事表敬訪問 

2023年 8月 3日【講義聴講】滋賀県 

「滋賀の福祉を考える 歴史と実践のなかから」 

  

2023年 8月 3日【視察】 

社会福祉法人びわこ学園野洲 

2023年 8月 3日【視察】 

パナソニックアソシエイツ滋賀(株) 

 

 

2023年 8月 4日【視察】 

国立障害者リハビリテーションセンター 
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３．参加者の感想（抜粋） 

◆今回、日中障害者福祉青年交流に参加できたことを光栄に思います。日本の障害者福祉推進活

動の成果を実感しました。障害者保護のための法制度の継続的な改正とアップグレードから、さ

まざまな福祉政策と財政支援の導入まで、政府の擁護から社会のあらゆるセクターの積極的な参

加まで、どこでも目にする緩やかなスロープから、便利な点字ブロック、よく考えられたバリア

フリートイレ、多様で個別化された正確なサービスまで、至る所に調和のとれた共生社会を推進

するための日本の努力と成果が反映されていました。5 日間の交流学習は、収穫に満ちた、濃厚

で充実したもので、参加する価値がありました。日本と同様に、中国も障害者団体と障害者事業

の発展を非常に重視しています。帰国後は、私が学んだ貴重な経験を総括し、日本で見聞きした

ことをより多くの友人と共有し、現実と結び付けて仕事の実践に生かし、障害者が能力を発揮で

きる共生社会の構築を促進するために積極的に努力していきたいです! 

 

◆日本のきめ細やかなサービスと行き届いたケアを感じました。びわこ学園は、障害者一人一人

の人生の価値と発展を尊重し、障害者のリハビリテーション、労働、ケアにおいて、重度障害者

が口にする飲み物までも、その人の好みに応じて変えていました。パナソニックアソシエイツ滋

賀株式会社では、障害のあるすべての従業員に専用の作業場所を設置しており、企業のヒューマ

ンケアが充実していました。日本が科学技術産業のイノベーション精神を障害者福祉にも応用し

ていることに感嘆しました。また、日本は衛生環境がとても良く、どの場所も清潔で整頓されて

いて、国民の資質が非常に高いと感じました。また、障害者福祉に関するトップレベルのデザイ

ンや、リハビリテーション、雇用、社会参加の促進などの具体的な実践において、私たちが学ぶ

価値のある高度な概念と実践を持っていると深く感じました。同時に、日本の文化や社会への理

解を深め、さまざまな習慣を体験することができました。 

 

◆日本の衛生環境はとても清潔で、皆とても礼儀正しく、とても繊細で真面目で、周りの人たち

を大事にしていました。今回の訪日を通じて、特に障害者の福祉について理解を深めることがで

きました。“すべての障害者を尊重しましょう”この言葉は、私の記憶に深く刻まれました。“障

害者に光を与えるのではなく、障害者から光を発する”一人の障害者として、文化の継承者とし

て、私はこのことを体感することができました。今回、訪日し交流を行ないましたが、この地で

輝いている光を故郷に持ち帰り、より多くの障害をもつ児童が光になれるようにしていきたいと

思います。文化の継承者として、このような美しい中国と日本の交流を、私自身も伝えていかな

ければならないと感じました。 

 

◆今回の日本滞在時間は短かったですが、見聞きしたことは大変豊かで深く感動するものでした。

個人的な収穫を以下に纏めます。（1）日本では、障害者や高齢者の介護が社会において習慣化し

ており、細部にその真実を見ることができました。東京に降り立った瞬間から、さまざまなバリ

アフリー化が目に入りました。まず興味を持ったのは空港での搭乗用に設計された分解可能な車

椅子です。車椅子の 2つの車輪を椅子本体から取り外すことができ、搭乗時には通常のシートに

変えることができ、狭い機内を簡単に移動できました。機内から降りた後、車輪は再び取り付け
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られ、障害者が一人で使用できる通常の車椅子に戻されました。複雑なデザインではありません

が、機内や空港内での車椅子を繰り返し使う際の問題を巧みに解決していて、驚きました。（2）

私たちの団体バスには車椅子の昇降装置が装備されており、ドライバーは細心の注意を払ってあ

らゆる種類の操作をしていました。バスのバリアフリー化は完璧で、ドライバーが操作するため

の教育も行き届いている感じで、ドライバーのプロ意識にも感服しました。（3）新幹線には、車

椅子用スペースが充実しており、トイレはバリアフリー設計のコンセプトを具体化しているだけ

でなく、障害者や新生児のいる家族の旅行ニーズに応えるための「多目的」ルームが用意されて

おり、駅員のサービス意識も非常に高かったです。中国国内の高速鉄道の同様のサービスは強化

が必要と感じました。（4）日本のほとんどの公衆トイレにはスマートトイレが設置されており、

コストはかかるかもしれないが、障害者のトイレ体験を向上させ、衛生状態の維持にも貢献して

いました。（5）日本のゴミ分別は非常に厳しく、空のボトルはゴミ箱に捨てることができず、ホ

テルまで持ち帰らなくてはなりませんでした。最初に日本に着いたとき、私たちは慣れませんで

したが、それについて考えた後、美しい環境の背後には全ての人々の小さな努力があることも理

解できました。 

 

４．受け入れ側の感想（抜粋） 

◆障害者福祉の取組や共生社会づくりの取組は、一朝一夕に進むものではなく、ひとのこころを

作って行く仕事という部分が大きいと感じています。 

今回の訪問が、訪日団の皆さんにも参考になればと思いますし、ひとりひとりの人権を認め

合うということを、改めて訪問された皆さんにも考えていただくきっかけとなればと感じてい

ます。 

 

◆代表団の方々が、会社概要説明後や工場見学時に多くの質問が寄せられ、熱心さが伝わり、障

害のある人たちの思いは国境を越えどこでも同じであると改めて感じました。貴重な経験をさせ

ていただきありがとうございました。 



 

6 
 

５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 
 

2023年 8月 3日（Wechat） 

今日は三日目、収穫が沢山ありました。滋賀県

の福祉事業を身近に知ることができ、琵琶湖の

朝焼けや近江富士のふもとにある稲田なども

目にすることができました。 

2023年 8月 4日（Wechat） 

視察・訪問では、ほとんど車いすを使用して移

動しています。車いすから見た日本を体験でき

て、とても感慨深いです。航空機内用車いすか

ら新幹線のバリアフリースペースまで、いたる

ところで障害者に対する思いやりと包容力を

感じました。 

  

2023年 8月 4日（Wechat） 

障害者が日本で新幹線を利用する場合は、予め

専用座席を予約できるそうです。今回の車両は

11号車がバリアフリーになっていて、広めのフ

リースペースが便利でした。中国国内では、車

いす用の座席が少ないので、なかなか思うよう

に予約することができません。 

2023年 8月 4日（Wechat） 

団員の中に車いす使用者と視力障害者がいた

ため、リスト付きバス・公共施設に作られてい

る点字ブロック、エレベーターの点字ボタンな

どを通じて日本のバリアフリー対策を体験す

ることができました。 
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2023年 8月 4日（Wechat） 

日本文化体験は、まず食べ物から開始しまし

た。 

 

2023年 8月 17日（澎湃ニュース） 

「中日青年障害者福祉交流活動 成功裏に実

施」 

中国障害者連合会の関係者が「障害者がより一

層活躍できる共生社会の実現を目指して」をテ

ーマとしたブリーフに参加し、障害者福祉の関

連施設を視察した内容について紹介。 

 

６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表 

  

【訪日中の学び】 

日本の障害者福祉政策や関連施設、滋賀県福

祉事業の発展過程や現状などを知ることがで

き、障害者福祉の考え方は大変参考になりま

した。 

【アクション・プラン】 

帰国後、今回の訪日で見聞きしたことを周り

の友人と共有したいと思います。 

 

【訪日中の学び】 

びわこ学園野洲、パナソニックアソシエイツ

滋賀(株)、国立障害者リハビリテーションセ

ンターなどへの訪問を通じ、特定の環境で起

きた突発的な状況に対し、何故日本側はいつ

も正確に対処できるかを以前よりもっと深く

理解することができました。 

【アクション・プラン】 

今回学んだ貴重な経験やノウハウを河北省に

いる 520万人の障害者に紹介し、成功事例を

研修会の形で省内 895ヶ所の障害者協会支部

に伝えたいと考えています。 

実施団体名：（公財）日中友好会館 


